
知財功労賞　経済産業大臣表彰

令和5年度 知的財産権制度活用優良企業等表彰

①知的財産マネジメントのシステムを構築し、社長をトップとする「知的財産及び法務に関する定例
会議」を2ヵ月に1回開催している。また、知的財産権の取得状況を社内ネットワークで共有し、特
に海外での営業活動で特許権、意匠権をアピールしている。
②顧客の商品を調査・分析し、顧客商品に新しい価値を提供できる製品を独自に開発している。ま
た、自社のコア技術を単独で権利化すると共に、顧客商品に搭載するためにカスタマイズした技術
を顧客と共同出願することで、顧客と共創を図っている。
③出願の判断基準や権利維持・放棄の判断基準等をまとめたガイドラインを制定し、社内で共有化を
図ると共に、保有する知的財産権の最適化を推進している。また、自社で先行技術調査をすべて
行っており、より良い調査結果がスピーディーに得られている。なお、特許設計者が自ら調査でき
るよう、研修の実施やマニュアル配布も行っている。

株式会社ＴＯＫ 代表取締役社長　吉川　桂介

知財活用企業（特許）

受賞のポイント

企業概要
東京都板橋区小豆沢1-17-12
1938年
100百万円
160人
ベアリング、クラッチ、ダンパー、リミッター等の機械要素部品
及びユニット製品の開発・製造

所 在 地：
創　　立：
資 本 金：
従 業 員：
事業概要：

https://tok-inc.com/

逆入力遮断クラッチワンタッチ着脱　ロータリーダンパ

革新的な機構・製品を“自ら創る”常にお客様の最適解を追求




